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一人でも多くの方に役立てて
　　　　　　　～痰吸引器寄贈～

北秋田市
社協だより

ふれあいネットワークふれあいネットワークふれあいネットワーク

ひろげようやさしさの“輪”をひろげようやさしさの“輪”を
平成24年４月１日発行

vol.42vol.42

発行　社会福祉法人北秋田市社会福祉協議会　秋田県北秋田市花園町16番1号　電話　0186-69-8025　FAX　0186-63-2460

「社協だより」は共同募金の配分金により発刊しております。

　２月２４日北秋田市遊技場組合より、日頃お世話
になっている地域の方に役立てて欲しいと６台の
吸引器が寄贈されました。
　３月１日には鷹巣中学校生徒会より、プルタブ
やアルミ缶回収活動の地域貢献を経て購入した吸
引器が寄贈され、今回で 5台目となります。

　北秋田市社協では、個人で購入するには負担が
大きい吸引器を無料で貸出しており、今回の寄贈
で１６台となります。
　おかげさまで今後は市内全域で貸出が可能とな
ります。ご協力いただいた皆様に心より感謝いた
します。

北秋田市遊技場組合北秋田市遊技場組合

鷹巣中学校鷹巣中学校



平成２４年４月１日　第４２号（２）社協だより

そもそも
社協ってなぁに？
そもそも
社協ってなぁに？

じゃぁ、地域福祉って？
　「個人が人として尊厳をもち、家庭や地域の中で障
害の有無や年齢にかかわらず、その人らしく安心した
生活が送れるよう支援する」、また、「他人を思いやり、
お互いを支え、助け合う」という社会福祉の目的を身
近な地域の中で実現していくための取組です。

北秋田市社協では具体的に
どんなことしてるの？

地域の安心のために
　2/28、3/2の２日間に渡り、小地域ネット
ワーク事業の一環として、一人暮らし高齢者
世帯の防火査察を実施しました。
　今回は七座地区の18世帯を対象に、消防署
　　　　　　　　　　　　　　員、民生委員
　　　　　　　　　　　　　　児童委員、社
　　　　　　　　　　　　　　協の職員で巡
　　　　　　　　　　　　　　回し、火の元
　　　　　　　　　　　　　　の確認や緊急
　　　　　　　　　　　　　　通報システム
　　　　　　　　　　　　　　の操作確認な
　　　　　　　　　　　　　　どを行いまし
　　　　　　　　　　　　　　た。

地域の安心のために

いきいきと暮らすために
　3/10品類会館で「介護予防教室」、大堤会
館では「介護教室」を実施しました。
　いきいきと地域で暮らすため、転倒予防や
口腔ケアなどを知っていただく介護予防教室、
介護する方の負
担を軽減するた
めの知識や技術
を実際に器具を
使って体験する
など、皆様の希
望に添った内容
の教室を行って
います。　

いきいきと暮らすために

　ずっとこの北秋田市で、自分の家で、自分らしくいてほし
いという願いから、市民の皆様と関係機関の協力を得て様々
な事業を実施しています。その一部を紹介します。

ほほえみ祝い金
赤ちゃんが生まれたご家庭に、
民生委員児童委員や自治会長
を通じてお祝い金をお届けし
ています。

ふれあい
　　いきいきサロン
地域での仲間づくりや生きがい
づくりを行い、楽しく元気に暮
らせることを目的に実施してい
ます。

心配ごと相談所
市内4地区に相談室を設けて、
曜日毎に地域を巡回して相談
に応じています。
無料法律相談も行っています。

「介護員２級課程」養成研修
介護者として仕事に就きたい方、知識・技術
を習得したい方を対象に開催しています。
地域の介護職の人材確保と質の高い介護サー
ビス提供を目的に開講しています。

世代間交流会
子どもから高齢者まで一
緒になって物作りを通し
て交流を図ります。

一人暮らし高齢者交流会
見守りネットワークの一環として、
ひとり暮らし高齢者を対象に交流会
を実施しています。

緊急的に資金援助を必要とする経済状況にある方
を対象に、つなぎ資金を融通。また、低所得・障
害者世帯などを支える資金の貸付を行っています。

たすけあい資金・生活福祉資金

全戸訪問活動
年に１度、全世帯を
訪問し地域の実態把
握に努めています。
昨年は災害時持ち出
し品のパンフレット
を持参し各家庭を訪
問しました。

　社協は、このような取り組みの他、ボランティアセンターの運営や、外出支援サービス・配食サービスなどの
在宅福祉サービスや、児童館・託児などの子育て支援、介護相談の受付、介護施設の運営も行っています。
　北秋田市の子どもから高齢者までを応援する民間の団体です。今年度も、みなさんの身近で様々なお手伝いを
していきたいと思います。

最
近
の

　　と
り
く
み

最
近
の

　　と
り
く
み

　社協（社会福祉協議会）とは社会福祉法第109条に定められている「地域福
祉の推進を図ることを目的とする団体」です。
　全国・都道府県・市町村に設置され、地域住民や社会福祉関係者の参加によ
り、地域の福祉推進の中核としての役割を担い、様々な活動を行っている民間
の福祉団体です。



社協だより（３）第４１号　平成２４年４月１日

一
人
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交
流
会

　
　
　
買
い
物
ツ
ア
ー
を
実
施

忘れてませんか？
   大雪だったこと
忘れてませんか？
   大雪だったこと

ボランティアさんが来て
くれて、窓から日差しが
入った。
ホッとしました。

◎合川中学校スノーレンジャー

◎大林・間・五洋特定建設工事共同企業体

　
今
年
の
冬
は
記
録
に
残
る
積
雪

に
、
氷
点
下
が
続
き
、
長
く
厳
し

い
冬
で
し
た
。

　
除
雪
の
申
込
み
も
平
成
18
年
の

豪
雪
時
を
上
回
り
、
対
応
が
追
い

つ
か
な
い
と
い
う
状
況
に
。

　
そ
ん
な
中
、
た
く
さ
ん
の
除
雪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
「
困
っ
て
い
る

市
民
の
た
め
に
」
と
一
肌
脱
い
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ボランティア団体の皆さんの他、
毎日作業していた除雪業者さん、
シルバー人材センターの皆さん、
本当にお疲れ様でした。

◎北鷹高校キャリアコース

◎阿仁中学校

◎都会からも学生らがキター！

ありがとう
　　除雪ボランティア

腰が痛くて、もう限界だ
った。
本当にありがたかった。

ホームタンクのまわりも
きれいにしてもらった。
ありがとさん。

　
2
月
27
日
坊
沢
地
区
、
3
月

2
日
七
日
市
地
区
で
今
年
の
大

雪
に
伴
い
買
い
物
困
難
な
世
帯

を
対
象
に
買
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支
援
を
行
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ツ
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し
ま
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マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
商
店
街
や
、

大
型
店
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
希

望
す
る
お
店
で
買
い
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を
し
、

昼
食
は
み
ん
な
で
食
べ
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交
流

を
図
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
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同
じ
地
域

に
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ら
し
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い
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も
普
段
行
き

会
う
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と
が
な
い
」
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一
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と
誰
と
も
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話

し
な
い
で
過
ご
す
日
も
あ
る
」

「
今
年
は
雪
が
多
か
っ
た
の
で
、

1
ヶ
月
以
上
買
い
物
に
出
か
け

て
い
な
い
。
そ
の
間
は
冷
凍
し

大
雪
で
買
い
物
に
困
っ
た
！

て
い
た
野
菜
な
ど
を
た
べ
て
い

た
。
一
人
で
出
か
け
る
の
は
不

安
な
の
で
今
後
も
実
施
し
て
ほ

し
い
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。

　
今
回
は
、
試
験
的
な
実
施
で

で
し
た
が
、
今
後
も
皆
さ
ん
の

希
望
に
沿
っ
た
お
手
伝
い
が
で

き
る
よ
う
、
計
画
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　バスの中では、買い
忘れのないようにメモ
をしっかり握りしめて
いました。
　お昼は新幹線が寿司
を運ぶ様子に笑みがこ
ぼれ、「楽しくて腹一
杯だ」と満足した一日
を過ごしていました。
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地　域　の　話　題

「災害時のそれぞれの役割を学びました」
～北秋田市災害ボランティア活動実践研修～

もろび苑あ 　に ～婦人会との交流会～
　２月２２日利用者さんにとって毎年恒例
で楽しみにしている行事の一つ「婦人会と
の交流会」が行われました。
　始めにみんなで軽い体操を行い、冬場の
運動不足で鈍った体をほぐしました。
　体も温まり、和やかになったところで、
春の童謡や替え歌を高らかに歌い楽しみま
した。また、婦人会の方が半天姿で阿仁音
頭と秋田はなまる音頭の踊りを披露し、最
後に一人ひとりにプレゼントが手渡されま
した。「また来てね」と手を取りながらお
互いに別れを惜しんでいました。

　震災から1年、これまでの被災地での支
援活動を振り返り、災害時に求められるボ
ランティア活動のあり方、地域住民の役割
について理解を深め、災害時に地域での支
援活動を支える人材を育成しようと、３月
８日県社協主催で実践研修が行われました。
　実際にボランティアバスで被災地支援に
参加した方、自治会長、民生委員児童委員約
30名が参加し、災害時の救護活動と困りご
とを抱える方への向き合い方、またその解決
方法などについて演習を通じて学びました。

にいがた災害ボランティアネットワーク理事
兼事務局長李仁鉄氏による画像を交えながら
の講義に参加者は深い関心を寄せていました。

婦人会の踊りにつられ、一緒に体が動き出す
利用者さんも。賑やかな一日となりました。

～集落サロンで
　　　おひな様づくり～

あ い か わ

自分にそっくりの美人に仕上げました。

　２月１日増沢地区の集落サロンが開催さ
れ『おひな様づくり』が行われました。
　今回、みなさんで材料の買い出しや作り
方を調べるなど準備を行いました。
　様々な色紙を使って人形の着物や細々し
たものをハサミで切ったり、顔を描き、慣
れない作業に苦戦しながらも頑張って完成
させ、お互いに出来上がったおひな様を褒
め合い楽しく一日を過ごしました。
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た か の す

も り よ し

「住民相互のつながり」に理解深める「住民相互のつながり」に理解深める

～福祉学習会開催～

　地域の中で安全・安心に暮らしていく仕
組みづくりについての「福祉学習会」が2
月29日交流センターで開かれました。県社
協の指定を受け「福祉推進事業」を実践し、
毎週水曜日に町内会館を開放し地区高齢者
を対象に「ふれあいサロン」を開設してい
る坊沢相善町内会会長の成田政則さんがこ
れまでの取り組みについて報告しました。
　また、全国コミュニティーライフサポー
トセンター理事長の池田昌弘さんが「住民
相互の支え合い・助け合い」の仕組みづく
りについて講話しました。参加した自治会
長・町内会長、民生委員児童委員ら40人の
方々は熱心に聴講され、理解を深めており
ました。

「男性の介護」が増えている現在、介護者
の３割は男性と言われています。
　日頃の介護で抱えている悩みや不安を吐
き出し、リフレッシュしてもらおうと、2
月26日初めて男性だけを対象とした介護
者のつどいを開催しました。
　認知症の妻を介護、両親を一人で看てい
るなど、環境はそれぞれちがっても大切な
家族を介護する苦労は共通のものがあり、
お互いの悩みや想いなどを話されていまし
た。今後も介護疲れを癒し、明日からの介
護に役立てていただけるような取り組みを
していきたいと思います。

～男性介護者のつどい～「ざっくばらんに語り合おう」

便利な福祉用具や体に負担のかからない介護
技法なども学びました。

～もりよし地域福祉センターに
　　　　　　大正琴鳴り響く～

木戸石地区に伝わる伝承芸能「松づくし」も
披露されました。

　２月２９日木戸石婦人会とフローラル合
川の方々が来所され、森吉生活支援ハウス
の入居者とデイサービス利用者のために大
正琴と踊りを披露してくださいました。
　利用者・入居者のみなさんは「古城」や
「名月赤城山」など、大正琴の独特の音色
に昔なつかしそうに目を細めて聞き入って
いました。また、滑稽な格好で「麦畑」を
踊る姿に会場は笑い声で包まれ、思わず自
分の携帯電話の写真に納める方もおりまし
た。
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皆様の善意は、地域福祉推進の大き
な力です。ありがとうございます。

平成24年1月1日～平成24年2月29日受付分

善　意善　意
香
典
返
し
寄
付
金

一

般

寄

付

金

北秋田市 心 配 ご と 相 談 所

＊相談会場＊

《
た
か
の
す
受
付
分
》

《
あ
い
か
わ
受
付
分
》

《
も
り
よ
し
受
付
分
》

■ 月曜日　たかのす(北秋田市地域福祉センター)

■ 火曜日　もりよし(もりよし地域福祉センター)

■ 水曜日　あ　　に(あ　　に地域福祉センター)

■ 木曜日　あいかわ(あいかわ地域福祉センター)

■ 金曜日　たかのす(北秋田市地域福祉センター)
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《
あ
に
受
付
分
》

柴
田
き
よ
子
様
（
真
木
沢
）
亡
夫　

壽
宣
様

鈴
木　

芳
幹
様
（
幸
屋
渡
）
亡
父　

治
美
様

横
堀　

洋　

様
（
上
新
町
）
亡
父　

忠
俊
様

永
坂　

キ
ヌ
様
（
道　

城
）
亡
子　

春
夫
様

松
岡　

一
志
様
（
李　

岱
）
亡
父
市
治
郎
様

関　

ハ
ツ
ヱ
様
（
上　

杉
）
亡
夫　

喜
作
様

吉
田　

幸
憲
様
（
川　

井
）
亡
父
幸
一
郎
様

柴
田　

好
美
様
（
金　

沢
）
亡
父　

芳
郎
様

吉
田　

靖
浩
様
（
川　

井
）
亡
母　

光
子
様

佐
藤　

智
広
様
（
川　

井
）
亡
祖
母
ノ
ブ
様

金
田　

寿　

様
（
摩　

当
）
亡
父
雄
一
郎
様

佐
藤　

泰
人
様
（
川　

井
）
亡
父
太
一
郎
様

金
田
陽
太
郎
様
（
西
根
田
）
亡
母　

ア
キ
様

永
坂　

友
和
様
（
道　

城
）
亡
母
て
る
子
様

佐
々
木　

修
様
（
荒　

瀬
）
亡
父　

廣
雄
様

佐
々
木　

修
様
（
荒　

瀬
）
亡
母
タ
マ
エ
様

奈
良　

俊
彦
様
（
幸
屋
渡
）
亡
母　

修
子
様

一人で悩んでいませんか？　まずはお電話ください。

　

た
か
の
す
受
付

　
　
　

◆
県
北
商
友
会
（
鷹
巣
市
日
会
）
様

　

ケ
ア
タ
ウ
ン
受
付　

　
　
　

◆
吉
田　

晋
弥
様
（
舟
場
）

　『
寄
付
金
』は
、生
活
を
支
え
る
人
の
繋

が
り
と
、地
域
の
仕
組
み
づ
く
り
の
財
源

と
し
て
大
切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
◎
相
談
活
動
　
◎
資
金
貸
付
事
業

　
　
◎
情
報
提
供
　
◎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
　な
ど誰かに聞いてもらいたい。

でも誰に話したらいいか・・・。
どんな心配ごとや悩みごとでも相談員がじっく
りお聞きします。

  月曜日～金曜日
  午前１０時～正午まで ＊祝祭日・お盆・年末年始はお休みです

　あに地域福祉センターに、
子どもの頃過ごした阿仁地区
のためにと発電機が２台寄贈
されました。一昨年の大晦日
の大雪時と震災時の長期停電
には電気のありがたさが身に
染みました。
　有事の際に住民のために活
用させていただきます。

東京都　宮越正雄様より

発電機が寄贈されました
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□1年生歓迎おたのしみ会
　４月12日（木）15：00～
　1年生のみんな！あそびにきてね
　楽しいことがいっぱいあるよ～！
□たのしい制作
　5月7日（月）15：30～
　母の日のプレゼントをつくろう
　

□１年生歓迎おたのしみ会
　４月19日（木）15：00～
　ピカピカ1年生のみなさ～ん
　あそびにきてね♪
□お母さんにプレゼントを
　つくろう
　５月８日（火）１５：００～

□まってたんだよ1年生！
　４月12日（木）15：30～
　ゲームや大型シャボン玉で1年生
　を歓迎しよう！
□みんな大好きクッキング
　「ホットケーキ」
　5月21日（月）15：30～

□ようこそ１年生
　４月17日（火）15：00～
　上級生からのプレゼント
　がありま～す♪
　
□母の日プレゼント製作
　5月7日（月）15：00～
　お母さんがびっくりするプレ
　ゼントをつくろう

□ウェルカムパーティー
　４月13日（金）15：30～
　たのしいことがたくさん！
　1年生のみんなおたのしみに！
　　
□たのしい制作
　5月11日（金）15：30～
　母の日の心のこもったプレゼン
　トをつくってみよう♪

子育てサポートハウス
わんぱぁく ℡６２－５５５７
北秋田市花園町１９－４（北秋田市役所ウラ）

北秋田市のパパ、ママを応援するための施設です

　わんぱぁくは、子育てに関する相談、家族同伴で遊
べる「つどいの広場」、一時的にお子さんをお預かり
する「一時預かり保育」、病気のお子さんをお預かり
する「病児・病後児保育」を実施しています。
　また、楽しい行事を毎月企画しており、子育てを頑
張る方のための憩いの場、子育て情報の発信地として
年中無休で行っています。
　ご利用の詳細については、お気軽にスタッフにおた
ずねください。

■育児サークル　にこにこクラブ
　今年度も毎月第３金曜日、楽しい企画をして
　皆さんの参加をお待ちしています。
　日　時：５月１８日（金）
　　　　　１０:００～１１:３０
　会　場：鷹巣児童館　◎事前申込みが必要です（１５組まで）

■育児サークル　のびのびタイム
　親子で自由に遊んだり、読み聞かせを楽しみます。
　日　時：４月１７日（火）
　　　　　５月　１日（火）・５月１５日（火）
　　　　　１０:００～１１:３０
　会　場：坊沢公民館　◎申込不要です

《行事予定》

児童発達支援事業所
もろびこども園 ℡６２－３４４４
北秋田市綴子字糠沢上谷地２９０－２

　もろびこども園は、言葉や運動の発達に心配のある
就学前のお子さんに療育を行うことにより、発育や発
達の促進を図ることを目的に実施しています。

子ども一人ひとりが主人公の療育を行います

　お子さんがちょっと落ち着きがない、人との関わ
りが苦手？など心配な一面を感じたら、悩んでいな
いでお気軽にご相談下さい。
　スタッフが一人ひとりに寄り添いながら子育ての
お手伝いをいたします。
【対象となるお子さん】
◇　０歳から６歳までのお子さん《児童発達支援》
　　[現在保育園や幼稚園に入園していてもかまいません]
◇　小学生の児童《放課後等デイサービス》

行事の参加対象は、主に０～４歳までのお子さん
と保護者になります

　児童館って
なぁに？

　子どもに健全なあそびを提供して、その心身の健康を増進し
情操を豊かにすることを目的に実施しています。
　自由に利用できる自由来館と、学童保育（登録制）を行って
います。詳しくは各館にお問い合わせください。

鷹巣児童館
63-2436

中央児童館
62-2300

西児童館
62-1922

綴子児童館
62-1071

太田児童館
62-4405



★たかのす地域福祉センター
★あいかわ地域福祉センター
★もりよし地域福祉センター
★あ　　に地域福祉センター

☎６３－２１０９
☎７８－３１６６
☎７２－３４９４
☎８２－３３７４

【お問い合わせ先】

★社会福祉法人　北秋田市社会福祉協議会
　〒018-3312　北秋田市花園町１６ー１
電話　0186－69－8025
FAX　0186－63－2460

北秋田市社協は「赤ちゃんから高齢者まで」

　　　　　　　　　みんなの暮らしを応援します！

皆様のいろんな声をお聞かせください。

社会福祉協議会では　みなさんのご意見・ご質問を
受付しています。また、みんなに役立つ情報を募集しています。

木元愼一 弁護士による

無料法律相談

お し ら せ

《お申込み先》
　・心配ごと相談室　電話６２－６８６８
　・社会福祉協議会　電話６９－８０２５

◆日　時　平成２４年４月25日（水）
　　　　　午前１０時～１２時／午後１時～２時３０分
◆会　場　北秋田市地域福祉センター　２階研修室
　　　　　（北秋田市宮前町９－68）
◆定　員　７組／１日（１組 30分）
◆対　象　北秋田市民　◆相談料　無料

平成24年４月９日（月）午前10時より

社協だより 平成２４年４月１日　第４２号（８）

E-mail : kitaakita_shakyo@cyber.ocn.ne.jp
URL : http://www.kitaakita-shakyo.or.jp

例えば･･･「町内会で介護の勉強をしたいが、講師
など派遣してもらえる？」という問い合わせや、
「仕事がなかなか休めなくて･･･病児の託児をして
いるところってあるの？」など。
皆さんの役に立つ情報にお答えいたします。

開始いたします。※定員になり次第締切とな
りますのでご了承下さい。

★受付開始★

◆日　時　平成24年４月13日(金）

　　　　　午前10時～午後４時（予定）

◆会　場　北秋田市交流センター

　　　　　北秋田市材木町２－２

　北秋田市社協では、平成 22年から地域の福祉課題に取り組
む組織・団体へ公開審査会を実施し助成を行っています。
　この審査会は、皆様から寄せられた募金がどのように使わ
れているかを知り、「募金のつかいみち」についてみんなで考
え、そして地域のために新しい活動をしたいと考えている団
体を応援するための内容です。これから何か始めてみたい方、
興味のある方、ぜひ会場にいらしてください。

ボランティア・市民活動応援助成事業 公開プレゼンテーションを開催します

　この度、もりよし地域福祉センター
を移転し、平成24年4月1日より新事務
所にて業務を開始いたします。
　今まで以上に地域の皆さんが気軽に
立ち寄れる「福祉の総合窓口」として
ご利用いただきますようよろしくお願
いいたします。
　なお、旧事務所では従来通り「通所
介護事業所」と「森吉生活支援ハウス
事業」を実施しております。
　まずは、お茶のみがてら見学にいら
してください。

《新事務所》
北秋田市米内沢字大樋1-2
（東北電力旧森吉発電所建設所跡）
電話 72-3494  FAX 84-8125

《旧事務所》
北秋田市米内沢字寺の上85

もりよし地域福祉センターが移転します

　・もりよし地域福祉センター事務局
　・居宅介護支援事業所
　・訪問介護事業所
　・訪問入浴介護事業所

新事務所での業務

米内沢小

新事務所

米内
沢駅
→

←至合川

米 代 川

変電所 《案内図》

　　よないざわ
ショッピングモール

ガソリンスタンド


